等高線の作成

座標ファイルに登録されている３次元データより等高線を自動作成します。

あらかじめ、放射観測点の計算及び「各種座標形式→座標ファイル変換」等で３次元データが座標ファイルに

登録されていることが必要になります。
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――　等高線の作成に使用する標高点データを範囲選択します。

――　構造物・地物・地形等の結線データを作成します。

――　２種類の方式で等高線を自動作成します。
――　作成された等高線データ（SIMA_Format）をＤＸＦデータに変換します。
――　等高線の作成の終了
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１．標高点データ選択

――　座標ファイルより標高点データを範囲選択します。

――　選択した標高点データの修正・出力をします。
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標高点データ選択

　　座標ファイルから等高線作成に必要な標高点データを選択します。
　　座標ファイルの登録Noを、自～至の形で範囲選択します。

　　　　　　　　　０　＜　自No　≦　至No
　　　　　　範囲数　：　Max＝２０　　２０以上の範囲指定をする場合、

データ修正で追加入力してください。

＊　重複して選択しないでください。

２．結線データの作成

　　構造物・地物・地形等の結線データを作成します。（結線データを作成しなくても「等高線の作成」はできます。）
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――　新規に結線データを作成します。既存の結線データは削除されます。

――　既存の結線データに追加作成します。

――　結線データの修正・出力をします。

――　結線データの作成　終了。

結線データの作成

等高線作成を補うため、構造物・地物・地形（尾根線、谷線）等の結線データを作成します。

座標点展開図又は座標リストの中から点名を選んでください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「書き込み」で確定します。

入力途中の結線データ　　　「表示」で確定した結線を緑色で表示します。

＊　入力途中で「拡大」「縮小」をしたい場合、選択した線（赤色）が消えてしまいますので、

いったん「書き込み」「表示」をしてから「拡大」「縮小」して入力を再開してください。

＊　座標リストから入力する場合、結線順に「登録No、点名」をマウスでクリックしてください。

　　　　　「ファイルリスト」をクリックすると座標データの点名が表示されます。
　　　　　　点名をマウスでクリック入力してください。

　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。

結線ごとに入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込み。
３．等高線の作成

　　標高点データ及び結線データを基に、２種類の方式で等高線を自動作成します。
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――　縦横線に方眼を切ってその交点の標高を求め、等高線を内挿します。

――　標高点を三角形に分割して等高線を内挿します。

[image: image12.png]


３－１．方眼（メッシュ）方式
 　作成する等高線ピッチ

主曲線間隔 ： １.0ｍ　、0.5m　、0.2m　、0.1m
　　計算する方眼ピッチ
　　　方眼ピッチは、標高点の密度にもよりますが細かければ細かいほど

　　　精度が良くなりそうですが、計算点数が多くなって時間がかかる割には

結果は変わらないようです。

　　　　試算の結果、

　　　　　　　　　　　　1/200  地形図 ---　0.5ｍ

　　　　　　　　　　　　1/500  地形図 ---　１ｍ

　　　　　　　　　　　　1/1,000地形図 ---　2ｍ

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         を目安にしてください。

　　SIMA_Formatの作成方法

·  Mercury_Winは、画地開始データの地番（標高）が重複すると取り込みませんのでMercury_Winに 転送する場合は指定してください。

·  その他（一般的）

　　「計算開始」　――　で計算が始まります。
　　　　　計算が終了しますと、等高線の座標データと等高線の結線データからなる　「Contour_1.sim」

 　　　　SIMA_Formatファイルが作業中の「現場名」フォルダの中に作成されます。
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３－２．三角形分割方式
　作成する等高線ピッチ

主曲線間隔 ： １.0ｍ　、0.5m　、0.2m　、0.1m
　　計算する検索範囲
　　　　隣接する標高点の検索範囲を指定します。

　　　　標高点の密度に合わせて指定してください。

　　「計算開始」　――　で計算が始まります。
　　　　　計算が終了しますと、等高線の座標データと等高線の結線データ

　　　　　からなる　「Contour_２.sim」　SIMA_Formatファイルが作業中の

　　「現場名」フォルダの中に作成されます。

４．結果表示　――　計算された等高線を表示します。
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　　　　　　Ｘ－Ｙチェンジ　　全体表示　　範囲拡大　　拡大　　縮小
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方眼（メッシュ）ピッチ　　 　　  □　点の表示　――　標高点の位置を表示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　結線表示　――　結線データを表示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　点名表示　――　標高点の点名を表示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　標高表示　――　標高点の標高を表示します。
· 構造物の被覆や橋梁の立体交差部等、勾配が急に変化する場所では作成された等高線が

　　最寄りの標高点と正合しない場合があります。
５．等高線 ＤＸＦ 変換
作成された等高線データ（SIMA_Format）をＤＸＦデータに変換します。



　　変換項目及び線の色
· 　縮尺　―　下記の縮尺を選択
　　　　してください。

  1/2500

1/2000

1/1000

1/500

1/250

1/200

1/100

1/50

　　　　　　入力不可

チェックを外した項目は変換しません。
　　・　メッシュ　――　＋（トンボ）形式で描画します。
　　　　　　　　　　　　　　「詳細」 ： ＋のピッチ、大きさを指定します。

・　主曲線、計曲線　――　線の色を指定します。
・　結線データ　――　結線の色を指定します。


・　標高データ　――　標高データの色を指定します。

　　　　　　　　　　　　　　「詳細」 ： マークの大きさを指定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標高点の文字大きさを指定します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標高点のマークとの離れを指定します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標高点の表示桁を指定します。
　　線の色

　　　メッシュ・主曲線・計曲線・結線・標高データとも、「黒、・・・、暗灰」16色の色が選択できます。

　　　色変更は表示色をクリックしてください。
　　「変換開始」で等高線データ（SIMA_Format）をＤＸＦデータに変換します。

　　　作成ファイル ：　Contour.dxf　　　作業中の「現場名」フォルダ内に作成されます。
変換したDXFファイルの表示
別ソフトAuto CAD 等で展開してください。
　　　　　　　　　　　　　等高線が標高点と整合していない場合、等高線を修正してください。
　　　　　　　　　　　　　修正後のファイル名 ：　Contour.dwg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変換項目のレイヤー分け
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